
 

 

ご 挨 拶 農）おくたま農産  

代表理事組合長 小 野 寺 勝 義
                 

 日ごとに夕暮れが早くなり、朝晩も冷えてきました。現在、収穫作業が最盛期となっています。 

今年の夏も記録的な暑さとなり、奥玉には雨が降らず、水不足の影響で除草剤の効果が薄れ 

「バウ」や「キコニマ」などの雑草が目立っています。今年の高温少雨下での管理については、次年以降の作業体系見直しの課題として取り組んで参ります。 

 今、ＪＡ等と来年以降について協議を進めています。現在の飼料用米の作付けから主食米へ転換した場合、種子の確保や作付け体系、受け入れや販売 

など当組合だけの対応では出来ない事があるので例年より早く始めました。政府の方針や支援がはっきりしない中ですが最善を見つけ進めて参ります。 

 現在゠ヱクヺテをもとに来年以降の飯米供給について検討しております。おくたま農産としてどういう形で進めたらよいか、できるだけ組合員の希望を 

反映する形で対応したいと考えています。   

 

 もち米収穫作業  
９月１９日（金）、２２日（月）において 

こがねもち（１．１ha）の刈取り作業を実施。 

刈取り後には、乾燥施設にて乾燥調整後に 

袋詰め作業を実施しました。 

お正月に美味しいお餅が食べられるよう 

１２月上旬にはもち米を配布（１回目）する 

予定で準備しています。 

 本年度収穫量：１４２袋/30ｋｇ（反収 387kg） 

 ※復田した昨年の収穫量は１８２袋（反収 492kg） 

   天候等もありますが、次年度に向け施肥や管理 

   について検討して参ります。                  入山沢圃場のもち米収穫作業            乾燥施設での乾燥調製ヹ袋詰め作業 

主食米（ひとめぼれ）収穫作業 

９月２７日（土）には、ひとめぼれの収穫作業が行われました。２．７ha の金取沢圃場に３台のケヱノアヱを投入し、一気に作業が完了しました。 

 収穫した籾は JA 乾燥施設で乾燥ヹ袋詰めされます。今年は作付面積が少なく組合員へ飯米供給できませんが、「道の駅室根」で販売されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金取沢圃場でのひとめぼれ収穫作業：ケヱノアヱ３台により作業               収穫した籾はテョチキで JA 乾燥施設へ 

   ９月２６日（金）、１３２ha の飼料用米の収穫作業を目前に控え、安全作業講習会を実施。無事故で作業が完了するよう願っております。 

  本年度はエヘリヺソヺ、補助員、運搬者含め２５名の体制で１０月下旬までの作業を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    資料により安全作業の基本事項を確認        作業エヘリヺソヺが指導員の指導のもと、点検ヹ整備方法について確認しました。 
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：面積１３２.3ha（２０日間の実稼働を予定） 

 １０月２日（木）午後から飼料用米の刈取り作業が開始されました。当初１日からの開始予定でしたが降雨のため２日からのスタートと 

 なりました。役員、オペレーター及び運搬作業員が集まり、組合長から「安全作業の徹底」についての訓示があり、詳細作業の打合せを

し、６台のコンバインが圃場へ向け出発。この日は委託された上奥玉水稲生産組合の圃場から作業が開始され、効率的に刈取り・ﾄﾗｯｸへ積

込･ＣＥ搬入されました。翌日からは農産圃場に入り１３２ha の圃場を順次作業して参ります。作業は１０月末までには完了する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   6 台のコンバインが整列！     事前の打ち合わせの入念に！  圃場に向け一斉にスタート！  刈取り開始！（吉立圃場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３台での効率的作業！（八幡前圃場）   籾をトラックに積込！    千厩ＣＥに搬入：籾を積み下ろし、ホッパーへ投入→計量→乾燥へ！ 

 

令和７年度国産飼料生産・利用拡大緊急対策事業を活用し 

導入したＷＣＳ用（ﾎｰﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲﾚｰｼﾞ）収穫機械を利用し収穫作業を実施 
９月１６日（火）、機械ミヺォヺ職員から操作方法等の指導を受け、収穫作業を開始しました。 降雨による中止もあり飛び飛びの作業となりましたが 

作業は２６日（金）（実稼働は５日）までに面積４．２ha を終了しました。  

春先には゠エポデル発生による発芽不良もあり心配したものの、収量は３６２本（1ｍ¶１ｍ、約３００kg/本）、ほぼ計画通りの実績となりました。 

    ※収量が多く梱包しながらの作業なので１時間当たり１３a ほどの処理能力です。（普通の水稲刈取り作業は２０a/時間以上の処理能力） 

 

 

 

 

                               

 

 

 

   WCS 用ケヱノアヱによる刈取り作業            刈取りと同時に後部の梱包機で梱包作業           稲が梱包された後に排出します。 

 

 

 

 

                                                              

 

 

 

   梱包され排出されたものをョチヒヱギ作業                ョチヒヱギ後、畜産農家が運搬しやすいよう農道へ整列。１１月に運搬の予定 

 

                       編集後記                       今年も「キコニマ」取り実施

                           今年も収穫作業がスタートしました。高温少雨で    大変でしたが、がんばりました。 

いよいよ１０月から           管理には苦労した年でしたが、苦労が報われるのか      本当に困った雑草です。  

   令和 7 年産味噌の販売開始 !!    間もなく結果がでます。収穫後にはみんなで笑えるような 

令和６年産の熟成味噌との       成果を期待したいと思います。 

食べ比べをしてみてはどうですか！     PS 先の理事会で今年もおくたま農産『収穫感謝祭』を 

令和７年産お味噌、お楽しみに！       １２月７日（日）に開催すること決定しました。 

菅原 


